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江
部
乙
出
張
相
談
室

　

本
庁
ま
で
行
か
な
く
て
も
身
近
な
江

部
乙
支
所
で
気
軽
に
介
護
や
認
知
症
の

相
談
な
ど
が
で
き
ま
す
。

日
時　

７
月
14
日
㈮　

10
時
～
11
時

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　

総
合
相
談
、
血
圧
測
定
、
物
忘

れ
相
談
な
ど

対
象　

滝
川
市
民

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
℡
28
―
８

０
２
９

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
検
し
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
は
、
汚
水
を
処
理
し
、
き
れ

い
な
水
に
す
る
役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に

は
、
定
期
的
な
保
守
点
検
や
清
掃
を
適

切
に
行
う
ほ
か
、
毎
年
１
回
の
法
定
検

査
を
受
検
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
法

定
検
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
知
事
の

指
定
す
る
検
査
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

指
定
検
査
機
関　

北
海
道
浄
化
槽
協
会

札
幌
検
査
事
務
所
℡
０
１
１
―
８
１
４

―
６
８
１
１

問
く
ら
し
支
援
課
℡
28
―
８
０
１
３

低
所
得
の
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　

食
費
等
の
物
価
高
騰
に
よ
り
、
影
響

を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
対
し
、
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

　

給
付
要
件
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
→
子
育
て
情
報

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭

問
子
育
て
応
援
課
℡
28
―
８
０
２
５

ご
み
処
理
手
数
料
・

し
尿
処
理
手
数
料
の
福
祉
減
額

　

市
で
は
次
の
世
帯
を
対
象
に
、
ご
み

処
理
手
数
料
・
し
尿
処
理
手
数
料
の
福

祉
減
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ご
み
処
理
手
数
料
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
度
未
申
請
の
方
に
限

り
ま
す
。

減
額
対
象
世
帯　

○
生
活
保
護
世
帯

○
70
歳
以
上
の
単
身
世
帯
で
令
和
５
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

○
母
子
世
帯
・
父
子
世
帯
＝
次
の
か
っ

こ
内
の
①
～
④
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

子
を
扶
養
し
、
母
親
ま
た
は
父
親
の
収

入
の
み
で
生
計
を
維
持
し
て
い
る「
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
」に

よ
る
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
で
、

令
和
５
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
ま
た

は
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯（
①
満
20

歳
未
満
の
子　

②
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
子　

③
療
育
手
帳
Ａ

判
定
の
子　

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
の
子
）

※
市
税
、
し
尿
処
理
手
数
料
の
完
納
が

条
件
と
な
り
ま
す
。

※
ご
み
処
理
手
数
料
は
、
対
象
と
な
る

月
数
分
の
ご
み
袋
を
交
付
し
ま
す
が
、

条
件
に
よ
り
申
請
時
に
お
渡
し
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
く
ら
し
支
援
課
℡
28
―
８
０
１
３

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
申
請

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
免
除

や
猶
予
を
申
請
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

●
免
除
制
度

　

申
請
者
本
人
と
そ
の
配
偶
者（
別
居

中
の
配
偶
者
を
含
む
）な
ら
び
に
世
帯

主
の
い
ず
れ
も
前
年
所
得（
令
和
４
年

１
月
～
12
月
ま
で
の
収
入
）が
定
め
ら

れ
た
基
準
以
下
に
該
当
す
る
場
合
、
保

険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
と

な
り
ま
す
。

●
納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
の
方
で
本
人
、配
偶
者（
別

居
中
の
配
偶
者
を
含
む
）の
前
年
所
得

が
定
め
ら
れ
た
基
準
以
下
に
該
当
す
る

場
合
、
保
険
料
の
納
付
を
最
長
で
10
年

先
延
ば
し
に
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
一
部
免
除
の
可
能
性
が
あ

る
場
合
は
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す

（
猶
予
承
認
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

保
険
料
を
追
納
し
な
い
と
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
）。

免
除
・
納
付
猶
予
期
間　

令
和
５
年
７

月
分
～
令
和
６
年
６
月
分

受
付
開
始　

７
月
３
日
㈪

申
請
場
所　

保
険
医
療
課（
市
役
所
１

階
）４
・
５
番
窓
口
、
江
部
乙
支
所
、
砂

川
年
金
事
務
所
℡
52
―
２
１
４
４

申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
ま
た

は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
な
ど
の
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
失
業
中
の

方
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
か
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
の
写
し

※
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は

申
告
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
免
除
お
よ
び
納
付
猶
予
の
申
請
は
、

継
続
申
請
で
承
認
さ
れ
た
方
を
除
い
て

原
則
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
保
険
料

を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
老
齢

基
礎
年
金
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
も
受
給
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
時
点

の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
学
生
の
方
は
学
生
納
付
特
例
の
納
付

猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

を
受
け
た
期
間
は
受
給
資
格
期
間
に
は

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
保
険
料
を
追
納
し

な
い
と
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
う
免
除
等
の
臨
時
特
例
措
置
は
、

令
和
４
年
度
分
ま
で
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
ま
し
た
が
、
対
象
期
間
分
は
引
き

続
き
申
請
可
能
で
す
の
で
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課
℡
28
―
８
０
１
６

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
は
、
７
月
31
日
が
有

効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新
該
当

者
に
は
、
新
た
な
受
療
証
を
送
付
し
ま

す
。

送
付
予
定
日　

７
月
21
日
㈮

問
保
険
医
療
課
℡
28
―
８
０
１
６

敬
老
特
別
乗
車
証（
敬
老
パ
ス
）の

有
効
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
敬
老
特
別
乗
車
証（
敬

老
パ
ス
）の
有
効
期
限
は
、
令
和
５
年

７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

期
限
を
令
和
６
年
７
月
31
日
ま
で
延
長

し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
今
年
度
の
更
新
手
続
き
は
行
い
ま
せ

ん
。

問
介
護
福
祉
課
℡
28
―
８
０
２
８

重
度
身
体
障
が
い
者
の

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

　

次
の
①
～
⑦
に
該
当
す
る
方
に
対
し

て
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
を
助
成
し
ま

す
。

対
象　

①
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
が
い
者

（
児
）１
級
ま
た
は
２
級　

②
視
覚
障
が
い
者（
児
）１
級　

③
乳
幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳
病

変
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
の
う
ち
移
動

機
能
障
が
い
者（
児
）で
１
級
ま
た
は
２

級　④
一
上
下
肢
機
能
全
廃
者（
児
）１
級
ま

た
は
２
級　

⑤
上
肢
機
能
障
害
が
あ
り
一
下
肢
機
能

全
廃
者（
児
）で
１
級
ま
た
は
２
級

⑥
上
下
肢
機
能
障
害
が
あ
り
体
幹
の
機

能
障
害
に
よ
り
歩
行
が
困
難
な
障
が
い

者（
児
）で
１
級
ま
た
は
２
級　

⑦
内
部
障
が
い
者（
児
）１
級
で
手
帳
に

下
肢
障
害
、
体
幹
機
能
障
害
、
歩
行
困

難
の
い
ず
れ
か
の
記
載
が
あ
る
方

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
５
年
度
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
方
、
病
院
に
入
院
ま
た
は
施
設
に

入
所
し
て
い
る
方
、
自
動
車
税
種
別
割

等
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
、
要
介
護

３
以
上
の
認
定
者
で
リ
フ
ト
付
き
タ
ク

シ
ー
等
利
用
料
助
成
を
受
け
て
い
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の　

身
体
障
害
者
手

帳
、
印
鑑

受
付
開
始　

６
月
30
日
㈮

申
請
場
所　

福
祉
課（
市
役
所
１
階
）11

番
窓
口
、
江
部
乙
支
所

問
福
祉
課
℡
28
―
８
０
２
２

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」強
調
月
間
で
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運

動
で
、
今
年
で
73
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
次
の
５
つ
の
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り

を
支
え
、
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、更
生
保
護
の
活
動
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
も
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
広
く
周
知
し
、
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
。

②
犯
罪
や
非
行
の
防
止
や
、
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
協
力
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
示
し
、

多
く
の
人
に
協
力
者
と
し
て
気
軽
に
参

加
し
て
も
ら
う
。

③
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
会
員
、

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
、
協
力
雇
用
主
等
の
更
生

保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
支
援
し
、

な
り
手
を
増
や
す
。

④
民
間
協
力
者
と
地
方
公
共
団
体
と
国

と
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
、
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
が
、
仕
事
、
住
居
、
教
育
、

保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関

し
必
要
な
支
援
を
受
け
や
す
く
す
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
。

⑤
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

若
い
人
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
期
す

る
。

問
福
祉
課
℡
28
―
８
０
２
４

重
度
心
身
障
害
者
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
・
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
７
月
31

日
が
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
医
療
費
助
成
制
度
に
引
き
続
き
該

当
す
る
方
に
は
資
格
要
件
な
ど
を
確
認

し
て
有
効
期
限
ま
で
に
新
し
い
受
給
者

証
を
送
付
し
ま
す
。

　

転
入
な
ど
に
よ
り
所
得
の
確
認
が
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
所
得
照
会
に

関
す
る
同
意
書
の
提
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
７
月
中
旬
に
書
類
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
受
給
者
証
や
更
新
手
続
き
の
書

類
が
届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
５
年
８
月
よ
り
拡
大
す

る
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

は
、
Ｐ
19
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課
℡
28
―
８
０
１
８

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
、
限
度

額
適
用
認
定
証（
限
度
証
）、
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証（
減
額
証
）

は
、
７
月
31
日
が
有
効
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
。
７
月
中
に
新
し
い
被
保
険
者

証（
黄
色
）、限
度
証
・
減
額
証（
黄
緑
色
）

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
現
在
お
持
ち
の

証
は
、有
効
期
限
が
切
れ
た
ら
破
棄
し
、

新
し
い
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
限
度
証
・
減
額
証
の
自
動
更
新
に
つ

い
て

　

現
在
、
限
度
証
ま
た
は
減
額
証
を
お

持
ち
の
方
で
、
所
得
状
況
の
分
か
る
方

の
み
、
自
動
更
新
と
な
り
新
し
い
証
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
更
新
に
な
ら
な
か
っ
た
方
で
、

証
の
交
付
が
必
要
な
場
合
は
、
保
険
医

療
課（
市
役
所
１
階
）６
番
窓
口
で
申
請

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課
℡
28
―
８
０
１
８

料
理
づ
く
り
の
つ
ど
い

日
時　

７
月
27
日
㈭　

10
時
～
12
時
30
分

場
所　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

内
容　

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
に

も
毎
日
積
極
的
に
と
り
た
い
カ
ル
シ
ウ

ム
が
豊
富
な
食
材
を
使
用
し
た
料
理
を

作
り
ま
す
。

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

定
員　

９
人

参
加
料　

５
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
飲
み

物
、
筆
記
用
具

申
込
期
限　

７
月
25
日
㈫

申
込
方
法　

問
合
先
窓
口
ま
た
は
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
24
―
５
２
５
６

夏
休
み
歯
科
相
談

　

お
子
さ
ん
の
歯
や
お
口
の
こ
と
で
気

に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
３
日
㈭　

９
時
30
分
～
16

時
30
分（
要
予
約
）

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

歯
科
相
談
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
素
塗
布（
希
望
者
５
２
０
円
）

対
象　

市
内
在
住
の
４
歳
～
小
学
生

申
込
期
限　

７
月
27
日
㈭

申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
℡
24
―
５
２
５
６

その他 講・催 募　集福　祉健　康 スポーツ生　活 その他 健　康 講・催 募　集生　活 スポーツ福　祉


